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 第16日 

 平成30年３月14日（水） 

午前10時零分開議 

○議長（中島秀樹君）  皆様、おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 なお、本日の出席議員は17名で、会議は成立いたします。 

 ここで、御報告いたします。今福勝義議員が３月８日に御逝去されたことに伴い、議席

番号８番を欠番といたします。御了承願います。 

 本日の議事日程については、お手元に配付のとおりであります。御了承願います。 

 これより追加議案の上程を行います。 

 本日、市長から議案２件の送付を受けました。 

 これらを一括上程し、提案理由の説明を求めます。副市長。 

     （副市長登壇） 

○副市長（中野信哉君）  おはようございます。皆様方には連日の御審議、まことにあり

がとうございます。本日の追加提案に当たり一言御挨拶申し上げて、提案理由の説明をさ

せていただきます。 

 平成29年７月、九州北部豪雨災害により被災された皆様がもとの平穏な生活に戻り、そ

して、自然豊かな美しい朝倉を取り戻すため、市では朝倉市復興計画の策定を進めてまい

りました。 

 朝倉市復興計画は、復興の理念を定めるとともに、おおむね10年後を見据え、今後取り

組むべき復旧・復興に向けた基本施策を体系的にまとめた復興の指針となるものでござい

ます。 

 この復興計画を指針とし、市民に寄り添い、市民と一丸となって、一日も早い復旧と将

来にわたり安心して暮らせるまちづくりに取り組んでまいります。 

 それでは、提案理由の説明を申し上げます。 

 まず、第42号議案平成29年度朝倉市一般会計補正予算（第７号）につきましては、災害

復旧費におきまして、市営住宅災害復旧補助事業の国、県協議が整ったために補正しよう

とするものであります。 

 補正の額は、歳入歳出それぞれ7,500万円を追加し、予算総額を501億473万1,000円とい

たしました。 

 また、歳出に伴う財源といたしまして、国庫支出金3,750万円、市債3,750万円を増額補

正いたしました。 

 次に、第43号議案朝倉市復興計画の策定につきましては、朝倉市復興計画を策定するに

当たり、朝倉市議会の議決すべき事件を定める条例第２条の規定により、議会の議決を求

めるものであります。 
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 以上、提案理由の概要を説明申し上げましたが、皆様方には十分なる御審議を賜り、御

議決いただきますよう、お願い申し上げます。 

     （副市長降壇） 

○議長（中島秀樹君）  補足説明があれば、承ります。（「ありません」と呼ぶ者あり） 

 以上で、提案理由の説明は終わりました。 

 議案考案のため暫時休憩いたします。 

午前10時３分休憩 

──────── 

午前10時４分再開 

○議長（中島秀樹君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これより議案の質疑を行います。質疑は申し合わせにより、同一議題について１人３回

までとなっております。御了承願います。 

 それでは、第42号議案平成29年度朝倉市一般会計補正予算（第７号）についてを議題と

します。質疑はありませんか。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中島秀樹君）  なければ、これをもって本件の質疑を終了いたします。 

 次に、第43号議案朝倉市復興計画の策定についてを議題とします。質疑はありませんか。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中島秀樹君）  なければ、これをもって本件の質疑を終了いたします。 

 以上で、議案の質疑は終わりました。 

 お諮りいたします。第43号議案については、朝倉市復興計画審査特別委員会を設置し、

これを付託の上、審査することにしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中島秀樹君）  御異議なしと認めます。よって、本件については、朝倉市復興計

画審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することに決しました。 

 ただいま設置されました朝倉市復興計画審査特別委員会の委員の選任については、委員

会条例第７条第１項の規定により、議長を除く16名の皆さんを指名したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中島秀樹君）  御異議なしと認めます。よって、ただいま指名されました16名の

皆さんを、朝倉市復興計画審査特別委員に選任することに決しました。 

 次に、追加議案の委員会付託を行います。付託区分については、お手元に配付の付託表

のとおりであります。御了承願います。 

 お諮りいたします。第42号議案については、会議規則第35条第３項の規定により、委員

会付託を省略し、常任委員会において御審査いただきたいと思います。これに御異議あり
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ませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中島秀樹君）  御異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議は、20日午前10時から行います。 

 本日は、これにて散会いたします。お疲れさまでした。 

午前10時６分散会 


